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今冬の電力需給状況について

減少量

（9時～10時）
減少率

（9時～10時）

全体 約▲１９０万ｋＷ 約▲８％

(

内
訳
）

家庭用 約▲ ３０万ｋＷ 約▲５％

業務用 約▲ ６０万ｋＷ 約▲７％

産業用 約▲ １００万ｋＷ 約▲１１％

最大電力の減少量（９時～１０時）〔対Ｈ２２年比〕

2,484供給力
2,612

（万kW）
（万kW） 最大電力実績の推移と今冬の想定

2,665

2,578

2,432

2,523

供給力2,612（1～2月）

過年度の最大電力実績の推移と、今冬の想定最大電力等を表しています。

最大電力実績の推移

日々の最大電力実績の推移を表しています。
12月~2月の最大電力は、12月17日（水）の17時台の2,484万ｋＷでした。

2,535

H23年度並の厳寒を想定

※冬季最大3日平均電力の
平均気温

1,9℃

H26

H26想定

12/17（水） 最低気温0.6℃

1,908

2,168

1,987
1,966

12/7（日）

12/8（月）

12/14（日）

12/21（日）

※（12/1~1/26における減少量）

2,319
12/22（月）

1,638
12/31（水）

2,225
1/7（水）

1,924
1/11（日）

2,294
1/15（木）

1,952
1/18（日）

供給力2,512（12月）

供給力2,375（3月）

2,196
1/21（水）

1,851
1/25（日）

2,277
1/30（金）

2,032
2/1（日）

2,306
2/2（月）

減少量

（18時～19時）
減少率

（18時～19時）

全体 約▲１７０万ｋＷ 約▲７％
(

内
訳
）

家庭用 約▲ ４５万ｋＷ 約▲６％

業務用 約▲ ６０万ｋＷ 約▲７％

産業用 約▲ ６５万ｋＷ 約▲９％

最大電力の減少量（１８時～１９時） 〔対Ｈ２２年比〕

12～1月の最大電力の減少量は、H22年と比べて、全体平均で約170万ｋＷ(約7%)となっています。
なお、昨年度の実績は、全体平均で約160万ｋＷ（約7%）でした。
内訳については限られたサンプルデータ（12/1～1/26）を元に推計しています。

※（12/1~1/26における減少量）

12～1月の最大電力の減少量は、H22年と比べて、全体平均で約190万ｋＷ(約8%)となっています。
なお、昨年度の実績は、全体平均で約180万ｋＷ（約8%）でした。
内訳については限られたサンプルデータ（12/1～1/26）を元に推計しています。

1,944
2/7（土）

※使用率が90%以上の日数は5日
（12/17、12/18、12/20、12/22、2/9）

2,393
2/9（月）
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